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PIPIPIPI----ForumForumForumForumのののの今後今後今後今後のののの課題課題課題課題    
東京大学法学部 城山英明 

 PIPIPIPI----ForumForumForumForum 創設以来の理事長の石川氏の本務の異

動に伴う職務との兼ね合いから、理事会の互選によ

り、７月４日付けで理事長に就任することとなりま

した。この機会に、PIPIPIPI----ForumForumForumForum の今後の課題につい

て私なりの整理をしてみたいと思います。 
 PIPIPIPI----ForumForumForumForumは、３つの PIPIPIPI、すなわち、パブリック・

インボルブメント（様々な市民やステークホルダー

との関係構築）、パブリック・イニシアチブ（市民に

よる提案・発議）、パートナーシップ・インキュベー

ション（関係者の関係構築支援）を推進するフォー

ラムとして設立されました。特に、様々な分野にお

ける PIPIPIPI関心者のネットワーク化に重点を置き、異分

野交流ワークショップ等を開催し、また、PIPIPIPIポータ

ルの実験を通して情報共有によるネットワーク作り

を目指してきました。 
 今後も、これまでのこのような活動を基礎として、

以下のようなことが課題になると思います。第１に、

比較優位である多分野性をより広げていくことです。

例えば、企業においても、ＣＳＲ（企業の社会的責

任）の実践の中でも様々なステークホルダーとの関

係構築が求められており、そのような考えとＰＩと

は通じるものがあります。第２に、コンテンツの整

備です。情報の共有ももちろん重要ですが、情報共

有の素材自体を作っていくことも大切です。これま

でも、ＰＩの基本的理念や指針の整理を試みてきま

したが、今後はＰＩの基本手法や振興推進の考え方

について整理しようと考えています。第３に、現場

との距離の再検討です。これまでは、直接的な現場

支援はフォーラムとしての仕事ではなく、会員等が

個人としてあるいは業務として行うべきものとして

きました。しかし、一定の現場経験なくして現実感

をもてない等側面や、新たな実験的手法については

より実践に関わってもいいのではないかという議論

もありえます。第４に、現場にもかかわる様々な分

野の会員からなる組織の人的担い手、財源をどのよ

うに確保していくのか、という PIPIPIPI----ForumForumForumForum自体の運

営体制の整備です。一見「中立」に見える研究者の

利用、プロジェクトの「遺産」による運用は過渡期

の選択であり、今後は持続可能な体制の構築が必要

ではないかと思います。 
 PIPIPIPI----ForumForumForumForum 誌も分野横断的な場として重要な媒体

であり、上記のような課題を抱えた次のステップに

むけて、いろいろな形でのご協力をお願いします。 
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